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Mini Nutritional Assessment-Short Form(MNA-SF)，要介護高齢者の年齢，性別，身長，体重を調査




























225 名（在宅／施設：137／88 名）の目的対象のうち，ベースライン時の調査票が揃わなかった 9
名を除外し，ベースライン時の実際対象は 216 名（男／女：63／ 153 名，平均年齢 83.2±9.8 歳）と
なった．1年後に追跡調査時を行い，同意撤回した 33 名を除く 183 名（男／女：55／128 名，平均年
齢 84.1±9.7 歳，追跡率 84.7％）を本研究の解析対象とした．183 名の平均残存歯数は 8.7 本で無歯
顎が最も多く，平均機能歯数は 23.7 本で義歯使用者が多い集団であった．また，BMI 分類では低体重
が 47 名（26％）で，MNA-SF による栄養評価では低栄養が 112 名（61％）を占めていた． 
追跡期間中に，183 名中 28 名が死亡しており，Kaplan-Meier 法による累積生存率は 84.4％であっ
た． COX 比例ハザード解析の結果，ベースライン時の年齢(ハザード比［HR］：1.1)，低体重(HR：2.6)，
Barthel Index 40 点未満 (HR：3.6)が，1年以内の死亡のリスク因子として同定された． 
155 名の生存者のうち，ベースライン時に低体重でなかった 106 名（男／女：25／81 名，平均年齢
82.6±9.9 歳）を，低体重のリスク因子の解析対象とした．追跡調査時点で新たに低体重となったの
は 10 名（男／女：2／8 名，平均年齢 84.6±10.3 歳）であった．多重ロジスティック回帰分析の結
果，年齢（オッズ比［OR］：1.1），機能歯数（OR：1.1），低栄養（OR：15.9）ならびに食事の介助を
要すること（OR：356.1），が，1年後の低体重発生のリスク因子として同定された． 
低栄養に関連する因子の検討は，解析対象 183 名から MNA-SF 評価が不明の 25 名を除外した 158 名
（男／女：50／108 名，平均年齢 83.1±9.7 歳，低栄養／栄養状態良好：111／47 名）を対象に行った．
多重ロジスティック回帰分析の結果，高年齢（OR：1.06），男性（OR：2.65），低認知機能（OR：1.78），





183 名中 28 名が死亡しており，累積生存率は 84.4％であった． 
そして，1年間の死亡リスクとして，高年齢，ベースラインにおける低体重，低 ADL が同定された．
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